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4ゆ 平成13年度国際研究集会派遣研究員 （ 第 1
期） の決定
． 平成13年度内地研究員派遣者の決定


















（平成13.2 .28 官報号外第36 号）
（規 則）
0 人事院規則9 -49 （ 調整手当） の 一部を改正する人





















第3条 施設の利用は教育研究を目的とする。 ただし ，
各部局長等の 各施設の管理権限を有する者（以下 「施
設管理者」と いう。） が適当と認めた場合はこの限 り
でない。
（ 利用 計画等）
富山大学長 時 津 貢
第4条 各施設においては ， 既存の学部及び組織の枠組
みを越えた教育研究活動を行うための共用 スペ ー ス
（ 以下 「共用 スペー スJという。） として ， 全体整備面
積の20%以上の共用 スペー スを確保する。 ただし， 全
体整備面積が小規模な場合 又は特殊な用途を目的と
する場合はこの限 りでない。 また， 跡地 スペースを共
用 スペースとする 場合の面積規模は施設管理者と協議
のうえ決定する。
2 各施設及び前項で定める共用 スペースの利用計画は ，
施設管理者で策定し， 施設整備委員会（以下 「委員会J
という。） の議を経て学長が決定する。
3 各施設及び共用 スペースの利用者の決定は． 利用計
画を踏まえ， 施設管理者が行うものとする。














































































(1) マルチメディア ・ コミュニケーショ ンセン ター構


























種 類 所 属 職 名 氏 名
主たる滞在地及び当設滞在地の
調 査 研 究 題 目 派遣期間
属する国名並びに派遣先の機関名
コ ン チ ェ ス タ
映像品質の評価技術とその動画画
13. 12. l 
工 学 部 助教授 堀田裕 弘 （ イ ギ リ ス ）
エ セ ッ ク ス 大 学
像処理に関する研究
14. 9. 30 
長 期（ 甲種）
『、 ユ ン � ン 13. 4. 3 
経済学部 教 授 萩野 聡 ド イ ツ ドイツ行政行為論の研究
ミ ュ ン ヘ ン 大 学 14. 2. 2 
ボ ウ ル ダ 一 13. 8. l 
理 学 部 助 手 唐原 一郎 （アメリカ合衆国） 植物細胞における輸送小胞の電子
コ ロ ラ ド 大 学
顕微鏡を用いた解析
14. l. 3 1  
若 手
上 海 13. 9. l 
人文学部 助教授 梁 有 紀 中 国 上海都市文学に関する研究
復 日 大 学 14. 8. 3 1  
ベ ル リ ン
固体表面吸着子の電子・ 振 動 ダ イ
13. 6. 15 
短 期 工 学 部 教 授 上羽 弘 （ ド イ ツ ）
マックスプうンク7＇）＇／ツハーバ研究所
ナミクスに関する研究
13. 8. 14 
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平成13年度国際研究集会派遣研究員（第I期）の決定
所 属 職名 氏 名 派 遣 集 会 名 開 催 国 研 究 題 目
変形メカニズム，レオ ロジー 電気インピーダ ンス測定に基
理 学 部 助 手 渡漫 了 とテク トニクス
オ ラ ン ダ
づく岩塩中の連結度
平成13年度内地研究員派遣者の決定
所 属 職名 氏 名 受 入 機 関 研 究 題 目
人文学部 教 授 筒井 洋一
大 阪 大 学 大 学 院 参加民 主主義における情報ネッ トワークの
国 際 公 共 政 策 研 究 科 意義について
経済学部 教 授 水谷内徹也
愛知 学 院 大 学 大 学 院
経 営 学 研 究 科





13. 4. 2 
13. 4. 6 
派遣期間
13. 5. 1 
14. 2.28 
13. 5. 1 
13. 10. 31 
平成13年度入学者選抜個別学力検査（前期日程， 専門








検査は， 日 程に従い静粛に実施され， 前期日程及び専
門高校 ・総合学科卒業生選抜（個別学力検査を課さない
経済学部夜間 主コ ースを除く。） の志願者2,820人のうち
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平成13年度富山大学入学者選抜試験私費外国人留学生選抜出願状況表
平成13 年 度 平成12 年 度
学 部 学科 ・課程
募 集 人 員 志 願 者 数 募 集 人 員 志 願 者 数
人 文 学 科 若 干名 8 若 干名 1 
国 際 文 イじ 学 科 若 干名 7 若 干名 7 
人文学部 づ�ョr 語 文 イじ 学 科 若 干名 5 若 干名 4 
計 若 干名 20 若 干名 12 
学 校 教 育 教 員 養成課 程 若 干名 2 若 干名 2 
生 涯 教 育 課 程 若 干名 1 若 干名 。
教育学部
情 報 教 育 課 程 若 干名 2 若 干名 1 
計 若 干名 5 若 干名 3 
経 済 学 科 若 干名 15 若 干名 4 
昼間 主
経 営 学 科 若 干名 若 干名29 19 
経済学部 コース
経 営 法 学 科 若 干名 5 若 干名 。
計 若 干名 49 若 干名 23 
数 学 科 若 干名 。 若 干名
物 理 学 科 若 干名 。 若 干名 。
化 学 科 若 干名 1 若 干名 。
理学 部 生 物 学 科 若 干名 。 若 干名 。
地 球 科 学 科 若 干名 若 干名 。
生 物 圏 環 境 科 学 科 若 干名 。 若 干名 。
計 若 干名 2 若 干名 1 
電気電 子 シ ス テム工 学 科 若 干名 6 若 干名 4 
知 書E 情 報 工 学 科 若 干名 13 若 干名 9 
工 学 部 機 械 知 能 シ ス テム工 学 科 若 干名 5 若 干名 2 
物 質 生 命 シ ス テム工 学 科 若 干名 1 若 干名 。
計 若 干名 25 若 干名 15 
ぷロ』 計 若 干名 101 若 干名 54 
【参考；国籍別志願者数】
年 度 中 国 韓 国 マレイシア ネパール スリランカ イ フ ノ t口>. 計
1 3 89 5 5 1 1 1 0 1 
1 2 4 7 3 2 1 1 54 
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平成13年3月発行
異動区分 発令年月日 氏 名
採 用 13. 1. 9 堰免 芳 子
" 仲谷千鶴子
II 青木 佳龍
13. 1. 10 藤井 香
13. 1. 24 新屋 敷敬子
昇 任 13. 2. 1 梁 有紀
II 堀江 典生
転 任 13. 2. 1 川成 淳也
臨時的任用 13. 1. 15 山田 智子
学 報
ゅー）��
異 動 前 の 所 属 官 職
講 師
人文学部（言語文化学科日本東洋言語文化）
講師 経済学部（ 経済学科比較経済 論）
経理部契約室契約第三係
昌司）��
学 部 長 の 改 選
第434号
















（水 同 体 研 センター）
助教授
人文学部（言語文化学科日本東洋言語文化）
助教授 経済学部（ 経済学科比較経済 論）
国 立立山少年自然の家庶務課会計係
教 諭（教育学部附属養護学校）
～13. 2. 25) 



































間助教授， 同52年5月理学部助教授， 平成5年4月 同教
















ましたが． それと 同時に 多くの改善点の指摘も受けまし
た。 「国際的に高 く評価される研究業績を あげている教











今， 少子高齢化社会での大学教育の あ り方が問 われ，
行財政改革の一環として大学改革が政治の組上に乗って
います。 この ような状況においてこそ， 真剣に理学部の
あるべき姿を模索し 「知の創造・継承」こそが大学の使




附属 図書館は， 開館時間を午後10時まで延長し， 利用
者の範囲を一般市民にまで広 げるなどのサービスの拡充
を行ってきましたが， 更にサービ スの充実を 図るため，
2月1 日（木） 新 図書館業務システムを稼動させました。
新しい業務システムは， 多言語に対応したシステム構
成になってお り， 国 立情報学研究所の 多言語目録データ
ベー スに対応しています。 インターネ ッ トに よる総合目







また， 情報サービスの拡充を図るためI-B O OKサー
ビ スとして新刊情報と 図書館利用案内等をN T T · ド コ
モのiモー ドを対象に試行サービ スを実施していました
平成13年3月発行 学
が，新システム稼動に合 わせてiモー ド ， J-SKYW 
EB, EZwe bの 各携帯電話モー ド対応の O PA Cを
開始しました。
この検索サービスは ， ネ ッ ト ワ ーク に接続された情報
端末に よって実現されていたO PA Cを携帯電話でも可
能にすることに よって どこでも簡単な操作で 図書館の
利用の仕方 ， 新刊案内 ， 必要とする資料の有無 ， 貸し出
し可能か ， どとに探す資料が あるかなどの情報も得られ
ることにな り，利用者にとっては非常に便利になること
が予想されます。
U R Lは ， 1モー ド（http://www .lib.toyama-u.ac.jp／的 ， J­




































講義後 ， 現在本学で実施中のアンケー トの取扱 い等に
ついても熱心な質疑応答が あ り，今後のセク シュアル・




育研究部 統括研究官で あ り ， 「国 立の教員養成系大学・
学部の在 り方に関する懇談会」（在 り方懇） の有識者メ
ンバーの一人で ある木岡一明氏を講師に招いて ， 「教員
養成系学部の今後の在 り方についてJの講演会を開催し
ました。
講演で，木岡氏は，在 り方懇の議 論を踏まえながら ，
「教員を養成することの原点に立ち戻 り ， そ乙から大学
と教員養成・教育学との関連を問い直していくことJの
必要性を強調されました。
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教育学部が初の外部評価委員会を開催
教育学部は ， 2月8 日（木）．9 日（金） の2 日間の
日 程で県内外の学識経験者9 人を委員に委嘱し ， 初 の外
部評価委員会を開催しました。
初 日は ， 塚野州一教育学部長の挨拶に続き ， 出席者の
紹介 ， 委員長の選出（ 光華女子大学 高木英明 学長） が
行われました。 その 後 ， 同学部長から，自己点検評価報
告書「教育学部の教育の現状と課題2001」 について総括
説明が行われ ， 質疑応答に入 りました。
2日目は ， 前日の 説明を踏まえて， 学部の理 念と基本
目的及び教育システム等について講評が行われた後 ， 委
員から ， ① よ り 良い人材の受け入れ ， ②コミュニケーショ
ン能力や挑戦する意欲の ある教員養成 ， ③大学院教育の





清水一彦（筑波大学教授に中津井泉（（株） リク ルー ト









滋賀医科大学事務局長） を講師に招いて ， 事務職員啓発
セミナー（ 第4回） が黒 田講堂で開催されました。
約6 0人が参加した今回の セ ミナーでは， 小幡部長が
「大学の 経営について 一私学の視点から 一」 と題して，
1時間半の講義を行いました。
講 義では ， 少子化に伴う入学志願者数の減少に代表さ
れる大学を取 り 巻く社会環境の変化， “学校法人” の性
格及び私立大学の現状と経営について ， 具体的な 統計資
料に基づき説明が あ り ， 特に厳しい大学経営の現状から ，
如何 に学生を確保して ， 効率的 ， 効果的に研究業績 ．教
育業績を あげることができるかが重要で ある旨強調され
ました。
国 立と私立の大学の豊 富な 勤務経験を持 つ同部長の大
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経済学部が初の外部評価委員会を開催




同友会代表幹事， 株式会社インテック 取締役社長）， 中
田善庚（富山県高等学校長協会長， 高 岡高 等学校長），
細川俊彦（金沢大学法学部教授に宮本匡章（金沢学院
大学長）， 蝋山昌一（高岡短期大学長） の6 氏が出席し
ました。
委員会では， 古 田学部長をはじめ9名の教官が学部の







同学部では， 今後， 委員会での意見， 提言等を報告書




本年3月末をもって退官される教授の最終講義が， 経済及び理学部で行われ， 多数の学生， 教職員， O Bが出席し，
終始熱心に聴講じました。
企経済学部 駒城 鎮一 教授 企理学部 高木 光司郎 教授
日 時 2月 7日（ 水） 13時15分 から 日 時 2月20日（火） 14時から
場 所 経済学部3 0 1番講義室 場 所 理学部1 0番教室
題 目 法と哲学， 文学， そして経済学との交渉 題 目 光と分 子と私の相互作用
－普遍法学の夢一
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的
外国 出張 人文学部 教 授 前 川 要
電磁気探査法による考古 学遺跡の
イ ギ 1) ス 非破嬢探査手法に関する研究開発
動向の調査
理 学 部 教 授 東 川 和 夫 有界領域の幾何 学的解析構造に関ア メ リ カ 合衆国 する研究
工 学 部 助教授 山 口 昌 樹 ア メ リ カ 合衆国 GRC国際会議に出席， ディスカッンヨン
海外研修 教育学部 助教授 橋 爪 和 夫 マラソンにおける運動強度と歩数ア メ リ カ 合衆国 に関する研究
教育学部 教 授 山 地 啓 司 マラソンレースにおける運動強度ア メ リ カ 合衆国 と歩数に関する研究
東欧のインターネッ トを活用した
経済学部 教 授 小 倉 利 丸 チ エ コ N G  Oの活動に関する調査， 研究
会に出席， 報告
オ ー ス ト リ ア
人文学部 外国 人
キャレン ・ フエ イ ギ 1) ス 「2001年T ESO Lアラビア会議J
教 師 ダ ーフォル ト ア ラブ首長 国 連邦 において研究発表
ド イ ツ
人文学部 講 師 内 山 純 蔵 韓 韓国先 史時代についての動物考古国 学的研究に関する打合せ
-14ー
期 問
13. 2. 3 
13. 3. 17 
13. 2. 9 
13. 2. 19 
13. 2. 11 
13. 2.20 
13. 2. 2 
13. 2. 11 
13. 2. 2 
13. 2. 7 




13. 2. 28 
13. 3. 3 
















工 学 部 ｜ 文部科学技官 ｜ 田村宏 樹
言ト 報
。 新井 甲ー名誉教授がご逝去されました。
新井甲ー名誉教授（元 工学部） には，平成13年2月19日午前9時2分ご逝去（66歳） されましたことをお知らせ







人事院給与簿監査 7日 学内会計監査事前 説明会
第8 回国際交流委員会留学生部会 第2団体育施設運営協議会
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